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表紙写真説明

昭和58年(1983年） 10月3日，伊豆七島の三宅島が21年

ぶりに突然噴火した。この噴火による唄出物の総量が約1:400

万トンと多量であったにもかかわらず人的被害は皆無であっ

た。

表紙の図は，島の中央部から南へ10km,高度約6,000m（俯

角30°)の視点から， 1983年10月25日に撮影されたランドサ

ット 4号のMSSデータと，これを用いて検出した火山噴出

物の分布を中心投影法により三次元表示（鳥諏図）したもの

である。

上図は， MSSの4,5,7バンドを合成したフォールスカラ

ー画像で，赤系統の色調が植生を，青系統の色調が噴出物な

どの無機物を表わしている。

下図の赤色域は熔岩流，橙色はスコリア，ライトプルーは

噴石．黄色は降下火山灰（密），緑色は降下火山灰（疎）で

覆われた地域を示している。なお，右方の白色域は雲である。
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伊豆ヒ島の こ宅島が昭和57年 (]OO3年） 10月3

日15時30分頃突然，昭和37年 (1962年）以米21年

ぶりに明火した。そ宅島は伊豆 ーマリアナ孤に属

する火山の一つであるが，他の火山は近年どのよ

うな活動をしたか， 1979年から今回の噴火時まで

時系列で追ってみる。

明神礁：昭和54年 (1979年） 7月， 9年‘仁ぶり
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図I. 日本周辺の活動火山分布図
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に変色水域出視（海底明火時等に出現する）

明神礁：昭和55年 (1980年） 11月～12月に再度

変色水域出現

パガン島：昭和56年 (1981年） 5月1511,マリ

アナ諸島北部に位謹するこの火山島が1966

年以来15年ぶりに噴火し，島民は日本の船

に救助され，島から退避した。

浅間山：昭和57年 (1982年） 4月26日， 9年ぶ

りに明火

北硫黄島：昭和57年 (1982年） 6月2311,付近

海域で29年ぶりに変色水域出現

屯津白根山：昭和57年10月2611, 6年‘Itぶりに

哨火活動開始

硫黄島：昭和57年11月下旬，水蒸気爆発，群発

地店の発生と断J何変動など昭和43年 (1968

年）の返遠以来初めて活発な火山活動が忍

められた。

三宅島近海：昭和57年12月～翌年 1月にかけて

簸大M=6.8の地震を含む群発地虚が発生

伊豆大島近海：昭和58年 (1983年） 1）］］4日、

伊豆大島の北西方向約20km付近を姦源域と

した最大地震M=4.6を含む群発地震が発

生

浅間山：昭和58年4月817,約 1年ぶりに噴火

三宅島：昭和58年］0月3日噴火

写真 l． 三宅島の全景，今回の噴火前に北東方向，

上空約 10,000mから撮影
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鳥島近海：昭和59年 (1984年） 3月6日． M=

7. 9,深さ 400kmの大地震が発生

北硫黄島：昭和59年3月7日，付近海域で 1年

半ぶりに海底噴火が発生

このように，フィリッピン海プレートと太平洋

プレートの接合部分である伊豆ーマリアナ孤とそ

の付近で火山活動が近年活発になったように見え

る。一連の火山活動が，それぞれ関連して発生し

たかどうかは別として三宅島は顕著な前兆現象も

なく噴火した。三宅島で記録がある噴火は今回で

14回数えられるが，これまでの噴火活動によって

発生した火山災害は，熔岩流出，泥水の噴出，噴

石，火山弾，降下火山灰，地震による崩壊による

ものであった。

火山活動は，ファイヤーカーテンと呼ばれるハ

ワイ型の割れ目噴火とマグマー水蒸気爆発及び最

大M=6.2とする地震が発生し，泥水の噴出を除

く他の火山現象による災害が発生して，三宅島に

多大の物的被害をもたらしたが，人的被害は皆無

であった。今回の噴火による噴出物の量はランド

サットデータによる噴出物の土地被覆面横と現地

踏査により大略 1409万トンと推定された。この量

は昭和15年 (1940年）噴火の約 1.3倍，昭和37年

(1962年）噴火の約 1.5倍に達した。噴火に関し
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図2. 三宅島噴火による噴出物と崩壊の分布概略図
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与真2 熔岩で埋った阿古小 ・中学校の建物

巧良3 咬火によって樹幹部を破壊されたり ．枝を

全部おとされてしまった新枯池付近の樹木

・撮影；佐藤朴火氏

写真 4 降ド火砕堆栢物でタイヤか半分以上埋って

しよったマイクロパス。新澪池付近：撮影

，佐藤朴夫氏

写真 5 火山活動に伴った地笈により発生した崩壊，

大路池付近

て気がついた問題点．教訓などを次に述べる。

噴火の順序

熔融した熔宕の明出するハワイ］利の哨火が発生

した後，マグマ 水蒸氣爆発が発生した。住民は

初期の稔やかな明火の時点で避難したため，その

後に発生したマグマ 水蒸気爆発による人的被害

はなかった。哨火発生の順序が逆であったら，新

常池付近は観光の名所であったことから相‘り数の

人的被害が発生したと考えられる。

斜面崩壊

住民が避難した後，火山活劫に伴う地森により

斜面崩壊が発生して部道ご宅品環状線が3箇所で

閉鎖された。これか避難面に発生していたら阿占

地区の住民は避難に際し，混乱したことがf想さ
れる。

噴火の季節

火山明火の時期がこの島の観光、ンーズンからは

ずれていたため，観光客が非常に少なく ．また．

昼間であったため避難が容易であった。 8月であ

れば民宿等に島民と同じ程度の観光客（民宿可の

収容能力約4,700名）がおり ．避難誘祁等柚々な

困難が予想される。今後，観光シーズンに伎間哨

火が発生することも配屯し，災古対策を巳か検討

しておく必要がある。

避難と予知

阿古地区の住民は，数日で帰宅出来ると考えて，

人々が家財等をはとんど持たずに避難した。また

避難に際してマイカーをあまり利用せずに村営の

バス（三宅島では村営のバスが 1H 5回，品をま

わっている。このバス］0台を利用したとのこと）
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を使用した。このためあまり混乱しないで脱出し

たとのことである。このことは，火山哨火予知が

財廂等を持って避難できるだけの時間的余裕があ

ってなされる場合は有効であろうが，数時間前に

予知された場合，果たして今凹のように住民の行

動が円滑に出来たかどうか疑問である。なお，今

阿避難行動が円滑に行われた理由の一つは，明火

より 1か月半ばかり前の 8月24日に火山明火を想

定して防災訓綽を実施しており，その成果が発揮

されたものと名えられる。

救援

今Inl，自衛艦や巡視船の出動が非常に速く，咽

火の‘りll中に：．宅島近汁りに辻していた。給水など

救援にも役＼、［）たが，島にいると陸路で安全に他

の場所へ行くことが出米ないためiI視出来る位岡

に船がいるということは，住民に安心感を与える

という心狸的効火もあったと考えられる。

情報の伝達

東部地域のサ也の仕民の中には，火山放出物の

落ドが始まったとき南部地域にある坪田に避難し

て被災した例がある。明火位府の佑報が正しく住

民に伝逹されていたならば明火地点に近い方に避

難せず北部地域に避難していたと推定され，正確

な↑li報の伝逹ということがいかに屯要であるかと

いう1iをぷ唆している。
発電所の位

火山哨火が ．．．宅島の南西部で発生したため，島

の北部にある発'iu所が無1iであった。このことは
防災無線等災古対策に1使＼＇r．ったと考えられる。た
だ l箇所の発'1じ所が破壊すると種々の機能が失わ

れることを杓えると，将来の火山明火に備えて，

発ぶ所を別の場所に1位底もう 1箇所没岡すること

が叩ましい。

防災行政無線

:．'む品には都逍 二宅島迫状線（約32km)沿いに

防災行政無線が34箇所没討されている。今回の明

火に際してもfi効に機能し，住民の避難に役立っ

たとのことであるが，観光客のことを考艇し集落

がなくとも人路池＾、引観光の名所にも設四する必要

がある。また咽火‘1,1日は月曜11であったが， r)ijI I 

の10月211 ([])に島内の小，中学校では 一斉に

述動会を催したため児憎•生徒は代休であった。

そのため， f供述は親の眼の111]かない所にもいて

仲々連絡がつかなかったという市があ った 今後
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火山噴火は休日にも発生することを考えれば島内

のどこにいても防災行政無線の音声がとどくよう

配慇すぺきであろう。

堤防の建設

散水による熔宕流の制御が今IIl]の明火に際して

試みられ，結果は良好であった。 しかし，海水の

採取場所，散水用ホンプの設備など考I息すれば二

宅島内においてどの熔岩流に対しても{j効とは考

えられない。まして内陸で水が多州に使用出来な

い場所が多いことを考砲すると，この制御方法の

実施に‘りたってはかなり制約を受けさるを褐ない。

従って こ宅島においては北落を設るための屎防の

建設が叩まれる。この捉防ば熔府流をll：めるので

はなく流れる方向を変えることを1・1的とするもの

である。

給水方式

束求都は二宅島の住民に対する給水を写真6に

兄られるような容器を要所＇炭所に設け，住民が自

由に水を使Jij出来るようにした。容器の水は給水

Ih．が定期的に補充している。この方法の利点は，

住民が給水車の巡回してくる時刻を待つことなく

水の利川が可能という点である ］983年5月に発

生した「昭和58年 (]983年）日本海 I11部地姦」に

よる被災地を調介した際，給水 lドに住民が凡まり

行列を作っていた風殷と比較し，今皿，束扇都の

実施した給水方式を各地の被災地で採l1]する．’liが

望ましい。

写真6 東京部が被災地で行っている給水風梨

このたぴの火山災専により被災された方々には，

心から御見舞申し卜．げ，復興の 1日も早からんこ

とをお祈りいたします。

Tei j i Kumaga1 •第 3 研究部主任研究官
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強制流体輸送雪処理（雪水混合体圧送）技術の開発と実用化
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まえがき

国立防災科学技術センターでは．科学技術庁の

雪害対策特別研究として．生活関連雪害防止技術

の開発研究を実施している。この研究の一課題とし

て．都市内の生活道路や家屋周辺で，機械除雪が

十分できない狭隣部分の，新しい雪処理技術の開

発を目的として，強制流体輸送雪処理技術の開発

研究を実施した。その研究成果を日本国有鉄道福

井駅の構内の新除雪ヽンステム導人し，所定の除雪

成果を得たので，研究成果とその実用化の概要を

以下に記す。

1. 水を用いた雪処理

(1) 水を用いた雪処理の実態

多雪地においては，古くから水を利用した雪処

理が実用化されていた。たとえば，比較的水温の

高い沢水や地下からの湧水を路面に流して融雪す

る方法（路面流雪）や，家庭の池に導人し，そこ

に雪を投入して融雪する方法（融雪池）や，道路

の側方に適当な流水勾配を有する矩形断面の雨水

処理兼用の側溝に通水し，雪を投入して除雪する

方法（流雪溝）などである。昭和38年北陸豪雪以

降は，昭和37年長岡市内の国道の除雪に採用され

た地下水散水路融雪方法（通称散水融雪）の効果

が， 38年豪雪で証明され，地下水散水融雪が新た

に水を用いた雪処理方法として各地に拡まった。

(2) 水を用いた雪処理の特徴

前記のように水を用いた雪処理は広く実行され

ているが，その特徴は次のとおりである。

① 水と雪（氷）は同一物質で． 1気圧0℃ （人

間の生活圏温度）で相変換を行う。

② 水は流量，流返の制御が容易である。

③ 雪（氷）は水に浮く。

④ 水は熱容量が大きい。

以上の特徴を利用の形態から見ると．水を雪の

輸送媒体として利用する方法，水を融雪用の熱の

媒体として利用する方法．両者の混合形の利用方

法がある。

さらに水は自然界において比較的容易に利用可

能である。従って以上のような特徴や利点を活用

して，雪害対策を効率的に，また経済的に推進す

るために，水を利用する雪処理を積極的に導入す

ることが望ましい。

2. 雪水混合体の圧送方式の導入

多雪地で多用されている流雪溝除雪は，狭隣部

分の除雪が可能なこと．住民が直接除雪に関与で

き，地域コミュニティ形成にも役立つなど．利l悼が

多い。反面，流水用の豊富な水，適当な流水勾配

(0.1,._, 0. 2 %；北陸建設弘済会， 1983)，流末処

理等の条件が必要である。雪害実験研究所の在る

長岡市は，最深積雪の平均値が約 1.4 mの多雪都

市であるが，平担地で流雪溝除雪ができないので，

生活道路で6m以上のところは一車線の除雪で，

排除された雪の壁が3mを超える状態である。こ

の長岡市においても昭和20年代までは，地下3m

程に設置されている直径60cmの円形の，雨水下水

集合管に冬季のみ通水し，適当な水頭を与えて（暗

渠式）， ところどころに設けられた点検用マンホ

ールの蓋を開け，家屋の周辺の雪を投人し，除雪

施設としていた事実がある。

筆者は以上の事実に着目し，平担地の狭隣部の

雪処理の新方式として，雪と水との混合体を，ポ

ンプとパイプラインで遠方に輸送して除雪する，

強制流体輸送雪処理（以下雪水混合体圧送という）
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が有効であると考え，次のような実験を計画実施

した。

3. 雪水混合体圧送の実験の概要

雪
雪
雪
り
め
ま
ら

新
し
ざ

0
●

△

 

(1) 実験の概要

実験は図 lに示す実験装置を用いて行った。図

1において，水槽の中にセットされた雪水混合槽

の中に投入された雪は，混合槽中の撹拌機により

雪水混合体となり，ポンプにより吸入圧送され，

遠方に輸送される。雪質．雪量，雪水混合比率，

流速を変化させて，パイプの直管部，曲管部の管

内圧力，撹拌機およびポンプの動力を計測して，

本方式の技術開発に必要な基礎資料を得た。

口
パイプライン

デ
水札＇

図l 雪水混合体圧送実験装置

(2) 実験結果

昭和56-57冬期までの実験結果から，内径10cmの塩

化ビニールパイプを輸送管とした場合の，雪水混

合体の，直管 1m当たりの圧力損失と流速の関係

を示したものが図2である。図中の直線は水の圧

力損失である。

図3は実験結果を，輸送管の内径 (d) と雪水

混合体の雪（氷）の体積混入率 (dv) をパラメ

ータとして，直管 1m当たりの圧力損失と流速の

関係を示したものである。図中の直線は水の圧力

損失である。

図3に示される曲線と直線の差が，雪を混入し

たことによる損失圧力の増加分である。圧力の増

加は雪水混合体の輸送動力の増加となる。パイプ

輸送の実用流速と考えられる流速 1--3 m/s で

は，圧力の増加が小さいので，雪水混合体圧送式

の雪処理は実用性があることが証明された。
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図3 圧力損失と流速
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4. 雪水混合体圧送式雪処理の実用化

(1) 実用化の構想

本研究の目的が平担都市の狭隣部の雪処理技術

の開発であったことから，狭隣部の雪処理の実用

構想を図4に示す。基本構想は都市内の適当な位

置に雪水混合槽を設置し，これにポンプ及びパイ

プラインを接続する。雪の投入は人力または除雪

機械で行い，雪水混合体はポンプで圧送されて，

河川または適当な広場に捨てられる。水を再利用

する場合は．端末に雪水分離装置を設置する。

広域的に運用する場合には．流雪溝または地下

流雪管から流下する雪を雪水混合槽に導入し，混

合圧送する方法が考えられる。特に地下流雪管は，

管の埋設深さを適当にとることによって，平担地

でも流水勾配が得られること，地中のため凍結し

にくいこと，雪投入孔に荒目のスクリーンを設け

ることによって，流雪溝に多い転落人身事故を防

止できるので，都市の新しい雪処理方法として今

後の実用性が大きい。

(2) 所要動力の比較

本方式はダンプトラック等大型機械の使用不能

な場所での雪処理が目的であるので，ダンプトラ

ックによる連搬動力を比較するのは意味が薄いが，

参考として， 10tダンプトラックに 4tの雪を積

載（山積積載）した場合と，直径0.3mの輸送管

を使用して圧送した場合の輸送所要動力を図5に

示す。ダンプトラックのタイヤのころがり抵抗係

数を 0.025,雪水混合体の雪の体積混人率を 0.46

とした。図 4によると管内流速が大きい程動力の

差は小さくなるが，雪水混合体圧送式はダンプト

ラック輸送より所要動力が小さいことが判る。な

お雪水混合体ff.送の所要動力の算出は図3によっ
た。

混合槽 河川・水路投棄方式

麟、
（人力）

畠往、
（機械・スライダー）

(lニ-(--,，)、
（ベルトコンベヤ）

（流雪溝） 以

ーロ 塁 i

一仁
（地下流雪管） ヽ

図4 雪水混合体圧送の実用化構想

一 llI
>
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方 式 輸送量 流量

P-1 ポンプ圧送 30kv/s 1m/s 

T-1 ダンブトラック II 

P-2 ポンプ圧送 60k9/ s 2m/s 

T-2 ダンプトラック ‘’ 
P-3 ボンプ圧送 90k9/ s 3m/s 

T-3 ダンプトラック 99 

(kw) (ps) 
150 • 200 

-R 100 ~ 

iiil 5 0 

゜

100 

3

3

2

 

———­
T

P

T

 

9

/

 

／
 ／
 ／
 
／
 ／
 

°。
輸送距離 (km)

図5 輸送距離と所要動力

P-2 

P-1 

2
 

(3) 実用化の例

日本国有鉄道北陸線福井駅の構内除雪に本雪水

混合体圧送式雪処理技術が実用化され，昭和58-

59年冬季に使用開始された。福井駅はこれまで何

回か里雪型の大雪のために構内除雪が難渋し，列

車ダイヤが混乱した。この解決策として，構内に

流雪溝を設置し，流雪溝から流下する雪を，雪水

混合体圧送方式で遠方に投棄する（図4の方式）

計画が樹てられ，筆者らはこの計画と設計に積極

的に協力し，具体的事項について助言した。

図6に計画の概要を示す。図の斜線の部分が流

雪溝で水は矢印の方向に流下する。流雪溝は②か

らはじまり，ホーム付近で3本に分岐し，終端④

で雪水混合槽⑤に流入する，流入した雪はここで

雪水混合体となってポンプで圧送され，⑥のパイ

プライン（内径0.25m,延長585m)で足羽川へ

捨てられる。

処理する雪の量は， 1日0.65cmの降雪があり

(56年豪雪時の実績）と，駅構内の除雪質量は10

24 tとなり，これを 2交代16時間で処理すると，

毎秒 17.8kgの処理量となる。能力の大きいモー

タカーロータリ除雪車の投入を考え最大 37.1kg. 

とする。流速を 2.5 m/sとすると雪の質量混人率

は0.3となる。この場合のポンプ駆動モータの所

要動力は45kwと決定された。

流雪溝用の水は，①の取水ポンプで足羽川から

取水され（毎分5.2 nf）②のに流入し，また混合

槽に隣接する貯水槽 (410nf)の水が③から流雪

溝に流入して（毎分］0面）流下する。雪水混合体

として足羽川に排出される水は，取水された水と

等量である。

この構内除雪システムは，流雪溝への雪の投人

方法，貯水槽への水の環元などに多少問題があっ

たが，昭和58-59年冬期の大雪にその機能をはたして，

当初の目的が十分逹成された。写真1はモーターカ

一除雪車での雪の投入，写真 2は流雪溝から撹拌

槽に入る状況，写真 3は圧送ポンプである。

福井駅正面

←米原 金沢~

,------------------―’ ， ホーム 1 

L.-------------------.J 
-> 

『
'
~
――― 
―― 
―― 
↓
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―― 
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―― 
―― 
―
―
-
―
―
 
―― 
ー
＿
―
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ー＿ー
ー＿ーr-一―

_— 
-―
 ―― ―― r」
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図6 福井駅における構内除雪計画
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写真 l モーターカー除雪車での雪の投入

写貞2 流雪溝から撹拌槽に入る状況

あとがき

'『水混合体｝玉送式の‘斤処理は福井駅構内除行で

有効性が足証されたが，今後はさらに都市内の狭

隣部の除‘月に使用するために必要な技術の開発・

調杏を実施する計画である。

また本方式は雪の大以輸送の機能を有するので，

写真3 圧送ポンプ

将来本格化すると考えられる苫の利用における集

缶手段となり得る。

参考文献

l) 北陸建設弘済会， 1983:流雪溝設計運営要領。

Hiroshi Kuriyama・雪害実験研究所長
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武藤清先生「文化勲章」を受章される
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お祝いのことば

強姦観測｀li梨推進連絡会議
会長岡本舜_::.

H本学：l：院会ii，束求大学名狂教授， l：学博士

武藤・ii9先生にはl{｛和58年1]月311文化の[Iに栄あ

る文化敷席を受存されました。強哀観測1i業推進

会ふにおいて常に御，：り見を1杖っている私にとって．

これ以 I：の怜ぴはなく ．心か らお炭ぴを申し上げ

る次第であります。

先生は人仕14年束求帝国大学「学部建築学科を

御卒業になり，以後IIil大学講師，助教授を経て昭

和10年に教授のIn且を荷われ，建築構造＇？講 l屯を
担‘11，斯学の研究に，学生の教育に多大の功紐を

あげられました＾

昭和38年Inlk学を炉l退官された後も構造「．学

界において多彩なる活動を続けられ，先生の創忍

によって新しく 1}｝]拓された学問技術の分野は枚挙

に暇がありません。地店 1：学の御研究もその一つ

で，世界およひ我か国における地虚［学の今日の

Httましい発股の大半は先生のお）jに負うといっ

ても過， iではありません。

その御功紐を称えて11本建築学会k.1t,11本学

士院叫易甘，紫綬促冗文化隠応『の栄性を受け

られ，吐た，［．1本学」：院会員，11本建築学会名脊

会ii，アメリカ合衆国 l:．学アカデミー会員，文化
功労者芍の故々の名？序を以て遇せられておられま

すが，なお塑錬（かくしゃく）として斯学の研究と

後進の指祁に‘りたっておられますことは後進の鑑

として深く敬服する次第であります。

強震観測'li業については先生はその必要性を蚊

も早く指摘された先覚者であり，卒先して強姦叶

製作のための委員会を創没され，地森学者の協力

を得て遂にきわめて高性能かつ堅牢な強虚観測用

-lo-

加速度it(SMAC)を作られました。それは1953

年のことでした。しかし，当時は構造物の地虚時

堺動の科学的測定に対する一般の品識か薄く，そ

の普及には関係者の努力が必煤でした。先生は熱

忍をもって政府，民間各方面の祁袋につくされ，

その御努力が実って国内における計器の設岡台数

は日を追って培加してきました。特に1964年6月

の新厖地姦の際に建築物の地卜芹室に設閥されたS

MACが初めて強店の叫録に成功した時は，ー同歓

声をあげるとともに先生の先見を称えたものでした。

強姦計の数が増えるとともに当然のことながら

設骰計画を樹て，記録を整刑出版する機関の必

要を生じ，先生は有志とともに強姦測定委員会を

作られ，その指祁者として御活躍されました。そ

の結果，計器の台数は数百に逹し記録も出版され

て，これによって構造設計の基礎臼料は杵しく允

実されることになりました。この委員会は］0余年



続いた後，］967年から国立防災科学技術センター

の委員会に移行し現在に至っていますが，先生に

は引き続き委員として御高見を賜り．我が国の強

農観測事業の発展に力をかして下さっています。

申すまでもなく，強震記録は構造物の耐震設計，

国土の防災計画の基礎資料であり，もしこれを欠

けばおそらく現在の高層建築は実現しなかったと

思います。これを思う時，先生の御卓見には感嘆

の他なく，その御功績はまことに偉大なもののあ

るのを覚えてます。先生は今後ますます御健勝に

て，斯界の指導的役割を果たされんことを祈念し

てお祝いの言葉といたします。

武藤清先生の文化勲章受彰を祝す

武藤清先生には昨秋文化勲章を受章されました。

私共災害の科学と防災の技術の研究に携わるもの

として，先生の受章を心からお祝い申しあげると

ともに，私共としても喜びとしている次第であり

ます。

先生はお若い頃から建築物を構造の面から科学

的にとらえて解析する研究を進められ，大病を克

服しつつ，幾多の成果をあげられました。その成

果を建築の実際に適用する方法を導きだされ，地

農国日本では超高層建築をはじめ各種の建物に十

分な耐震性をもたせつつ実用的なものを作れる技

術を作られました。今日の我が国の建物が耐震性

を有している意義と有難さは，唐山地震で，そこ

にどのような建物があったのか全く伺い知れない

程の瓦礫の山と化した盾山市の写真や映画を見る

時．ひたひたと感ぜられます。

地震工学の我が国の今日の隆盛は上記のように

先生に負うところが大きいのでありますが，私共に

特に関係のあるのは強震観測であります。大地震

の時，建物や地盤がどのよくに動くのかを記録す

略歴

武藤先生の御業績は．①耐震構造の研究によって建築

物の耐霰計算法を確立したこと，②動的耐震設計法の確

立のためにS.MAC型強裳計の開発． 地厖応答解析用ア

ナログ計算機の開発とその導入などにより我が国の地震

工学の発展に尽力されたこと，③動的耐震設計法を地震

国である我が国の耐震設計技術に応用し．それまで不可

能とされていた超高層建築を可能にしたことなどである。

これらのことをもっともわかりやすく言えば，日本の超

高層ビルの「生みの親」であること，実際に霞が関ビル

や世界貿易センタービル＇サンシャインビルなどを手が

けられている。

高橋 博

る地震計を作ろうと，福井地震の災害研究のあと

先生が発議されたと伺っております。地康時の振

動の正確なデータなしに地震工学はあり得ないこ

とは当たり煎ことです。しかし当たり前のことがな

かなか実施されがたいのも世の常で，先生の御卓

見の一つと思われます。強裳動の性質を明らかに

することは地震学と地震工学を結びつける璽要な

研究部門であり，都市域の地域防災計画をたてる

上での重要な基礎知識であります。強震計も現代

の計測・解析技術と工学的要求を満たす新しいも

のの開発がすすめられております。強震観測の一

層の強化は国際的に求められており，先生のまか

れた種の一つであるこの分野は今後さらに大きく

伸びていくことでしょう。

なお，先生は取手市の御出身で，筑波学園都市

新住民の我々としても郷土の皆さんとともに先生

をお祝いできることをうれしく思っております。

末筆になりましたが強震観測事業連絡協議会長

岡本舜三先生に御祝詞を賜りました。岡本先生に

感謝の意を表します。 （所長）

大正14年 (1925年）東京帝国大学工学部建築判申を卒業，

昭和］0年同大の教授となり工学部長の要職などを経て，

昭和38年停年退官。昭和41年武藤構造力学研究所を創設

され，現在も自らスタッフを率いて活躍されている。

日本学術会議会員．日本建築学会長などを歴任，学術

振興に尽力された。また，建設省建築審議会会長．科学

技術庁参与などにより行政や技術の進歩普及にも大きく

貢献されている。当センターでは昭和42年から強霰観測

事業推進連絡会議委員をお願いしている。

明冶36年 (1903年）生まれ．茨城県取手市の御出身。
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日米地震予知セミナー

大竹政和
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昨年11月7日～9日の 3日間， 日本と米国の第

一線の研究者約60名が一堂に会して，地震予知に

関する研究討論会が東京で行われた。昭和39年，

つまりわが国の地震予知計画がスタートした前の

年に第 1回が開催された「日米地震予知セミナー」

の第6回目に当たるもので，今回の主題は「地震

の予知と野報への実際的アプローチ」であった。

日本側メンバーは力武常次日本大学教授（地震予

知連絡会副会長）以下］2名，米側はコロンビア大

学のC.H.ショルツ教授以下17名で，当センター

からは大竹が参加した。第 1回以来，少人数での

密度の濃いディスカッションを重視する方針をと

ってきたが， ここ卜数年のめざましい研究の進展

を反映して．上記メンバーとほほ同数の研究者が

オブザーバーとして加わった。セミナーで発表さ

れた論文40篇のテーマ別内訳は次の通りである。

(1) 日米両国の地震予知計画 2篇

(2) 地姦予知理論と長期的予知 ］2篇

(3) 地殻の歪みと応力 7篇

(4) 観測、ンステム 4篇

(5) 種々の地震先行現象 10篇

(6) 地震予知への社会の反応及び地震工学 5篇

これらの論文発表と討論を通じて，地震の長期

的予知に関しては，最近数年着実な前進が見られ

たことが明らかになった。コロンビア大学の L.R.

サイクス教授らのグループは，世界中の主要なプ

レート境界で，近い将来大地震発生の危険性が高

い地域を示す地図を，すでに発表している。根室

半鳥沖地震 (1973年， M=7.4)やメキシコ南部

地震 (1978年， M=7. 7)の長期的予測が成功を

収め． 「地震空白域」の予知への有効性が確認さ

れたこと，断陪の発掘調査等から地哀の再来間隔

に関する知識が急速に蓄栢されつつあることが大

きく貢献している。この分野の研究はひき続き発
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展しつつあり，今回のセミナーでも新たにいくつ

かの危険地域が指摘された。例えば，カリフォル

ニア中部のパークフィールド付近である 。ここに

数年以内にマグニチュード 6程度の地震が発生す

る可能性は極めて高い，と米側メンバーの多くが

確信しているようであった。

一方，地震発生時期の予測を含む短期的予知に

ついては，重要な前進があったものの，まだまだ

困難が多いことが再認識された。米国地質調杏所

のJ.H.ディートリク博士は，地震発生が予想さ

れる地域での各種観測の集中的実施と総合的判断

の直要性を強調したが，これは，わが国の地震予

知計画の根幹をなす考え方そのものである。現在

東海地震予知のために展開されている，史上空前

の観測網に対して，米国の研究者達も今まで以上

に熱いまなざしを送っている。

地震予知事業の予算が最近数年頭打ちから減少

へと推移しつつあるととに．日本側 ・米国側とも

に強い懸念を表明した。米国では，社会的により

重要な地域への観測研究の集中，効果の高い観測

項目の選別育成等，投資効果の見直しがはかられ

つつある。現下の経済情勢の中で，わが国でも等

閑視できない問題である。



東京での日程終了後．米側メンバーの大多数は

筑波研究学固都市内の関係諸機関（地質調査所・

国土地理院•国立防災科学技術センター・建築研

究所）を訪問し，その後，窯業の町益子で快晴の

秋の一日を楽しんだ。当センターでは，関東・東

海地域約60カ所の観測点から刻々送られて来るデ

ータの収録や処理の様子をつぶさに視察し．特別

に強い印象を受けたようであった。また，傾斜計

で捕えた山梨県東部地震（昨年8月8日． M=6. 

0)直前の異常地殻変動や最近開発されたボアホ

ール式 3成分ひずみ計について．時を忘れて熱心

な質問を浴びせた。写真はその時の討論会場のス

ナップである。

1ーセンーークー新刊 I

● 火山列島硫黄島の火山現象に関する研究（そ

の3)，国立予防科学技術センター研究速報，

第50号， 64頁，昭和58年10月

前報以後に得られた地殻の水平歪に関する測量

結果と，電気探査法による地下構造調査について

報告。

● 大型降雨実験施設による表面流出実験資料集

(I)一流出波形に及ぽす水路網密度の影響に関

する実験ー，防災科学技術研究資料，第82号，

287頁，昭和58年10月

大型降雨実験施設において昭和52-53年度に行

った表面流出実験の結果を報告

● 国立防災科学技術センター（筑波）大型振動

台のあゆみ，防災科学技術研究資料，第83号，

273頁，昭和58年11月

過去13年間に大型振動台で行われた実験の記録。

最近米国の研究者の一部に，地震予知事業の将

来を極端に悲感視する風潮が見られる。しかし，

セミナーに来日した，いずれも指導的な立場にあ

る人達と数日間を共にして，そのような悲感論が

決して大勢を占めるものではないことを確信しt::o
地展予知のゴールは遠いが，米国でも日本でも．

そしてその他の国々でも，真剣な努力が地道につ

み重ねられている。

Masakazu Otake •第 2 研究部

● 長岡における積雪観測資料 (7)-1982. 11-

f 983. 4-，防災科学技術研究資料，第84号，

1 t頁，昭和58年11月

● 国立防災科学技術センター研究報告，第30号，

206頁，昭和58年3月

降水エコーの短時間予測のための上層風の補外

ベクトルとしての評価研究，他6編。

● 国立防災科学技術センター研究報告，第31号，

239頁，昭和58年11月

氾濫水の流動，他12編。

● 1983年8月8日 神奈川・山梨県境地震，強

霊速報，第24号， 19頁，昭和58年10月
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硫黄島の火山活動余話

熊谷貞治

川11111u1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

]982年（昭和57年） 11月に火山列島硫黄島にお

いて，水蒸気爆発，群発地震（5日間で1492箇）

の発生，地殻変動とそれに伴う断層変動など火山

活動が活発化した。対応状況についてその一部を

防災科学技術50号に掲載したが，今後，火山活動

が活発化した際の一助にでもと考えここに全容を

述べることとした。なお，本文中の職名は全て当時のも

ので，現在と異なる方が多いが御了承願います。

z
¥
l
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＇ヽl八丈勘

• I甘ケ島

・烏島

3 S 

30 

西之島・
父島・

母島 9

北硫黄島・

゜2.S N 
100 硫黄島•-4［南硫叩島 ． 

図1 火山列島硫黄島の位置図

]982年（昭和57年） ］1月下旬に火山列島硫黄島

の火山活動が活発化した旨，防衛庁の担当者から

連絡が入った。地裳観測点の設置監督のため］1月

30日より 1泊2日で硫黄島に出張する予定であっ

たので，火山活動も併せ調査することとした。硫

黄島への連絡便が神奈川県綾瀬市の原木基地から

08時に離陸するのでその前夜は基地付近のホテル

に宿泊した。硫黄島に関するプリントされたデー

タは何も持ってきていない。しかし， 1976年 3月

に硫黄島で地震を観測開始して以来のデータで，

日別地震回数は41個， 5日間の連続地震回数は，

112個であるなどは記憶はしている。今回，電話

で受けた情報では11月25日1日間で日別回数， 5 

日間連続回数も上まわっている。そして断層の発

生，水蒸気爆発。とにかく，硫黄島では我々の調

査研究を開始した1968年以来，経験していない規

模と種類の現象が発生しているらしいと思い，い

ろいろと考えを巡らしているうちに眠りについた。

ll月30日，厚木航空基地の待合室で待っている

と， 「硫黄島の滑走路に断層ができて，航空機の

着陸は不可能になった」との話声が耳に人った。

多分，火山活動に伴って発生したものだろうと推

測された。さて，滑走路が使用出来ないのなら当

分硫黄島へ行けないから帰ろう。しかし，担当者

に確認したわけではないので，確認してからにし

ようと思っているうちに第4航空群の担当者がこ

ちらへ御足労下さいということで迎えにきた。案

内された部屋では，真中にソファが置いてありそ

れをとり囲むように各幕僚が席を占めていて，と

にかく室内は騒然としている。

ここで硫黄島担当者から現在硫黄島で発生して

いる現象に関して説明をうける。即ち，前述した

地震，断層及び水蒸気爆発の発生状況と滑走路が

使用不能になったと言うことなど。そして，今後
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の見通しについての質問であった。 「今後どうな

るでしょうか？ 在島者を退避させる必要がある

でしょうか」， 「現在まで人っている情報を聞い

た限りでは今後火山活動が治まるという明るい材

料は一つもありません。したがってこの段階で判

断することが必要ならそれは考え方を安全側にた

おす以外ないでしょう」． 「ではどのようなデー

タがあれば判断出来ますか」， 「最低次のことが

知りたいのですが間合せして下さい」といって次

のような質間項目を書いて渡した。

1. 断層について

(1)発生場所はランウェイを横切っている 3本の

みか？ 他にどの程度発生しているか。

(2)オープンクラックの場所はどこか

(3)ランウェイで断層の発生した場所は過去と同

じかどうか。

(4)断層の発生している分布は帯状か同心円状か

(5)断層がNo.8, No. 7, No. 3, ランウェイの他に

島内で発生しているかどうか（これは特に場

所を指定した）

z
 北ノ鼻

.0賜ノ背岩

翌流木

凡例

女：閉位訂

• ：地震計

A 9地盤頑鉛訂

口：水準点

回：集中記釦装置
（無線受信所）

.It. :•k口、穴口’
漬火地点

卜：無環式テレメータ乏信所

0:祈層変位計

＊ ：閲気・芯中涅度顔測点

● : il1長・水屯測点

-ヽ：主な道路

0 500 lOOOm —, 石
鼻

図2 硫黄島の火山活動観測網
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図3 1982年11月に変動した断層の分布図
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＊ ：叫山観測点

2. 地震について

(1)初期微動時間はどの位か，平常値は 1.0~1.l 

秒及び 0.5,_, 0. 6秒であったが，それより短

しヽ かどうか

(2)南方空観測点からみてどちらの方向に地震が

発生しているのか

(3)群発している地震はA型と B型のどちらです

か？

． o uコ
1,．,．』

図4 群発地震 (1982年11月28日～12月1日）の王

な震央分布図

3. その他

新しい噴気点が発生したか，異常現象が認めら

れるかどうか

以上の電報を打電してもらったが，質問に対す

る返事より先に，硫黄島にただー機残っていた航
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空機 (P2J)が離陸することになった。どのよう

なデータをもってきてもらえば良いかとのことだ

ったので，地震の記録紙をぜひ持ってきてもらい

たいと頼んだ。

10時50分，これまでの概要を国立防災科学技術

センター宛電話で連絡。受信した第 3研究部長が

その後出した火山情報の概要を以下に述べる。

10時51分，島に残っていたただ一つの航空機が

データと所在の人員を若干名搭載して離陸した。

11時に，現地ではただちに滑走路の修復工事が開

始された。作業は約6時間で終わる予定とのこと。

11月30日（火），午前10時50分受信

発信者：熊谷主任研究官厚木航空基地発

受信者：植原第3研究部長

以下，部長による交信記録の概要と対応

1. J 1月29日

地震発生回数308回，うち有感地震6回

滑走路に断層と隆起が発生，段差は30cm,25cm, 

] 0cm,主なもの

用を検討したものと思われる）とのことである

が，三宅島又は父島を甚地にしなければならな

いので海上自衛隊，海上保安庁とも連絡してみ

たいとのことである。以上

今後，どのような事態に発展するのかわからな

いので，今回の異常現象に関して外部には公表し

ないでもらいたい旨，第3研究部長及び防衛庁の

当時者に告げた。それは過去にX氏が「硫黄島

が爆発する」などと多分X氏の意見ではないのに

そのようにマスコミにより発表され，一時，防衛

庁や，当センターに硫黄島在島者の家族から問合

せがあり混乱したことがあったからである。当時

はただちにそのような前兆もないということで否

定したが，もし，今回発表されるとはっきりと否

定する材料がないことから家族には必要以上心配

させるのではないかとの配慮をしたからである。

11月30日， 14時20分の電話連絡

発信者：熊谷主任研究官 厚木航空基地発

2. 11月30日発の輸送機(YS-11)は飛行しない。 受信者：植原第3研究部長

その輸送機(C-1)は離陸後引返した。

今後も当分硫黄島便は出せない。

3. 硫黄島の観測データは］1月30日に航空機(P2 

J)の離陸が可能なので厚木基地に運び検討す
ることができるので熊谷主任研究官は厚木基地

に留まる予定

4. 現地調査は，防衛庁から要請に応えるような

形にしたいので，手続き的なことは明確にする

ように指示。

5. 今後の問題

(1)防衛庁の要請があった場合の対応

(2)気象庁への連絡 (2研究部長が対応）と(1)の

場合の協力

(3)硫黄島の観測網整備作業の遅延対策(]2月1

日から潮位観測点の無線式テレメータ化と地

震観測点 1箇所の建設が予定されていた）

(4) 当面犀木基地の熊谷主任研究官への支援と

連絡及び科学技術庁生活科学技術課への報告

（技術的支援は 2研究部長，連絡は 3研究部

長が当たる）

6. 米国沿岸警備隊より連絡が入る。硫黄島へ小

型機を飛行させることについて現在検討中（注：，

硫黄島の滑走路中央に断層が発生し，大型機の

発着は不能であるが滑走距離の短い小型機の使

1. 16時頃までには到着したデータの解析を終わ

り，状況判断ができると考えられる。

2. その結果により，特に危険性が大きいと考え

られない場合は］2月1日04時頃に飛行艇で硫黄

島の日帰り調査を行う。

3. その場合，防衛庁の担当課長から当センター

の担当課長のラインで派遣要請の手続きを行う

予定である（注：防衛庁と当センターとの間で

硫黄島に関して相互協力の公文書を交換してお

り，連絡について取決めている。）

4. 本日入間基地からの連絡便 (C-I機）も着

陸不能で引返した。目下滑走路の補修作業中と

のことである。

5. 現地の安全性の見通しがつかないので，硫黄

島への民間人等の立ち入りは当分認められない

状態である。

6. 16時30分頃までに再度連絡する。以上

硫黄島の現地調蒼をするためには当然現地へい

かなければならない。現在滑走路を修復中である

が，地殻変動が治まったというデータはない。と

すれば修理が終わりましたからといって飛び出し

たらまた断層が動いて着陸できませんという事態

になる。付近には着陸できる空港は一つもない。
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ただ海へ着水するのみ（輸送機Ys-11とC-1で

は航続距離が短いため不帰のラインを越えると，

たとえ八丈島まででも引返すことが出来ない）。

現地調査を行い今後の活動を予測するため人員

を硫黄島に連ふ‘には次の要件を備えた航空機が必

要であった。

1. 硫黄島と内地間を余裕をもって往復可能な航

続距離を有すること。

2. 断層変動で滑走路が使用不能になった場合付

近海域か父島の二見湾に着水出来ること。海上

に着水した場合はヘリコプター（硫黄島にはヘ

リコプターが2機常駐し救難業務に当たってい

る）で人員を硫黄島に輸送する。

の条件を具備しているということで飛行艇を選定

したものと考えられる。

さて，硫黄島からデータを搭載した航空機が厚

木航空基地に到着するまでまだ時間がある。 「忙

中閑あり」で少々のんびりと散策する。硫黄島に

関心を持ったのは昭和］9年 (]944年） 6月，初め

て渡島したのが昭和43年8月，現在まで約38年い

ろいろな意味で見守り続けた硫黄島である。

しかし，考えてみれば法的に硫黄島の火山災害

を防止する義務があるわけではない。けれど］968

年以米硫黄島の火山活動を見守り続けた人間とし

て藪医者かも知れないが平常の状態をよく知って

いるものとしては異常現象らしきものがあればそ

の差を，診断しなければならないだろう。

火山活動の予測をするということは自分自身と

の闘いである。危険な兆候があるのは確かだから

「撤退」というのは簡単である。硫黄島は過去に

全島沈没や摺鉢山の噴火，元山の外側の熔岩流跡

などを考えれば今後もこれが発生しないという根

拠はない。診断が間違えば300人弱の人命に損傷

をきたしそれに数倍する遺族を作ってしまう。デ

ータを見る前からいろいろと想いを巡らしていた。

ただ，どのようなデータを見ても，また現在の心

境を顔に，態度に出してはいけないということだ。

それとデータを見て判断したら結論から言うこと

だ。裁判で判決をずばり言ってそのあとから判決

理由を述べることになっているのもなかなかわか

り易い。日常によく結論を先に言うとその理由も

聞かないで反論してくるのもあり，誤解をされる

ことがあるが，今回は結論から言うのが正しいこ

とだろうと考えていた。

-18-

そうこうしているうち航空機が一機ランディン

グするのが見えた。多分硫黄島からのだろうと判

断し，部屋に戻った。

集まっている方々と雑談しながらデータの届く

のを待っていた。一応皆さんには「データを見て

私の顔色が変わったら危険，にこやかだったらま

ず安全だと思っていて下さい」と話しておいた。

もっとも内心ではどんなデータを見せられても不

安気を身体に出さないようには心懸けていたのだ

が。飛来してきた航空機の機長が入って来た。ま

だ若い。囲りの人はその人よりはとんど上の方達

のためかやや緊張した面持ちである。やがて黒板

に向かって状況を説明する。硫黄島をやっと離陸

して来たらしい。そして持参して来たデータを見

る。見慣れた地震の記録紙である。 11月29日08時

から30日の08時頃の記象紙に地裳が相当数記録さ

れている。断層分布のデータもあった。

ややあって首席幕僚から集まっている人々に一

言あってから向き直り， 「どうでしょうか。結論

からお願いします」 （実際にはもっと長かったが

要点のみ）騒がしかった部屋の中は静かになり皆

んな私の方を見つめていた。

「結論から言うと大噴火や沈没というようなこ

とにはなりません。現在までのデータで見る限り

硫黄島は安全です」一時， ＇`はう’'というような

声があがった。 15時15分頃である。 「現地にこの

旨知らせた方が良いですね」 「どうぞ」 15時30分

頃「一応安心せよ」が現地にむけ打電されたらしい、

一応安全と結論づけられた理由を述べておく。

1. 地震記象はA型の火山性地震のみでB型とい

う非常に浅い所で発生する地震はない（その後

1492個のA型に対して2個のB型が見つかった）

初期微動時間が 1秒前後であり従来の 0.5秒及

び1.1秒の度数が多いという傾向と変化がない。

初動方向は一方向に片寄っていない。振幅が小さ

い。波形を見ると岩盤のスリップで発生してい

るようである。

2. 断層の発生はほとんどないらしく，既存のも

のが変動したらしい。その分布は同心円状でな

＜帯状である。摺鉢山が隆起した。

3. 新しい噴気点は見当たらない。

応 Jの機長の話，搭載してきた地震記象紙，
断層分布図及び午前中照会した問合せに対する

返電をまとめると以上のようになる。初期微動



時間の度数分布の傾向に変化がないということ

は震源は変わらないということであり， B型地

震がないということは初期微動時間からも推測

できるように浅くないということである。また

ホットなマグマの上昇があるなら断層分布は同

心円状になり，また新しい噴気孔も発生するは

ずである。摺鉢山が隆起したということは単純

に考えて全島沈没の危険もないであろう。熱異

常がなく，急激な地殻変動により地震が発生し，

既存の断層が動いたのであろうと推測したわけ

である。

問題点として，断層変動は既存のものだけか，

新しい噴気点はないか，他に火山性の異常現象は

発生していないか，地盤の傾斜変動はどうか，隆

起は摺鉢山だけか，航空機に積んできたのは一つ

の地震観測点のみで他の 2点はどのような記録を

しているのかなど挙げられる。データを見て一応

安全との結論を出したがやはり自分自身で現地を

歩いて確認しようと考えた。とにかく結論に至っ

た経過と調査の件についてセンターヘ夜電話で連

絡する。その結果，調査に行くということで了承

されたので，当初の計画通り明］2月1日の04時に

庫木航空基地を出発し，日帰りすることになった。

]2月1日， 02時30分起床，霧が出て外灯がかす

んでいる。 03時少し前に当直士官が起こしに来た。

車で管制塔下までエスコートしてくれた。もう搭

乗する人はほとんど揃っているらしい。 03時30分，

飛行艇に搭乗する。入口までかなり高く垂直に近

いハヽンゴを昇って乗込んだ。真近で見た感じは飛

行機というより高速艇というところである。なお，

この飛行艇は通常15人のクルーだが，付属物をい

ろいろとりはずすと数十人位は搭乗可能とのこと。

従って事情変わり，危険な状況になったときは，

人員を収容して帰る予定だったらしい。

04時01分厘木航空基地を離陸，一路硫黄島へ。

ふと飛行艇に搭乗したことを羨望の眼で見ている

2人の人間を思い出していた。いずれも一度は飛

行艇に乗ってみたいと思っている人達である。昨

夜もそのうちの一人である第2研究部長が状況を

聞くために電話をかけてきたので，説明したあと

調査には飛行艇で行く旨を告げたら「いいな」と

いう言葉が返ってきた。

飛行艇の件ばかりでなく，硫黄島が返還された

昭和43年に硫黄島を 2人でなめるように］2日間調

査を一緒にし．その後もたびたび調査に行ってい

ることもあって今回はぜひ行きたかったのではな

いかと思われる。 2人でジャングルの中，地下壕

の中など調査したことを思い出しているうちに眠

ってしまったようだ。やはり02時30分起床という

のはちょっと厳しかった。周りがざわついている。

どうやら硫黄島に近いらしい。窓から外を見たが

見えるのは海ばかり。

今回の事態でつくづくと思ったのは，事を推進

して行く上で人間同志のつながりである。硫黄島

は未知の場所ではない。もう数十度訪問し．帯在

日数も 200日は超えている。しかし，在島者は割

合ひんばんに交替している。けれど，現在硫黄島

には旧知の気象班長，そして気象幹部や気象班の

方々，防衛施設専門官，監督官，鹿島建設の方々．

そして内地には今回の事態に関係している火山噴

火予知連絡会の事務局である気象庁地裳課火山室，

防衛庁内局の関係者，厚木基地内の硫黄島に関係

する方々，それぞれの方達の顔が想いうかぶ。知

ってくれている人がいるという事で非常に心強く

感じた。

やがて硫黄島上空，一度ローパスし，滑走路を

確認の上ランディングするとのこと。滑走路が一

応修繕されたとはいえ，再度，断層が発生する可

能性があることを考えればローパスは安全上必要

であろう。何事もなく 0餌F25分硫黄島に着陸した。

天候は晴れ，風おだやかで，どこにも火山活動が

活発化したというような状態は見られない。］2月

だが陽気は内地の 5月，初夏というところ。隊員

諸氏は半袖に短ハ°ンという服装である。タラップ

の上から旧知の方々の顔が見える。滑走路改修に

たずさわっている作業員らしき人も多数見える。

4人の方が出迎えてくれた。 1人は気象班長，

さっそく司令を紹介していただいた。作業服の方

は防衛施設庁の専門官，そして鹿島建設の方であ

った。司令の部屋で朝食をとりながら今回の火山

活動についてうかがい，本日の調査計画について

説明をした。予定は14時までということである。

朝食後，用意された車で調査にかかる。着替え

は簡単，背広の下に半袖，短パンを着込んでいたの

でただ，背広を脱ぐだけである。

調査は，硫黄島に展開している断層変位観測観

測点10箇所，噴気温度観測点6箇所を測定するコ

ースである。このコースに従えば，海岸を除いて
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全島を一応見られるようにセットしてあるからで

ある。

見て歩いた結果，新しい明気孔はなく，断庖も

ほとんど既存のものが変動したもので，また，北

部地域の断IMには変動が忍められない。水蒸気爆

発があ Jたという阿蘇台陥没孔は熱湯が孔内に貯

溜され．孔咽から盛んに熱泥水をジェットのこと

く吹き出している。哨出物は 2方向に分布してい

る。捌鉢山． T・、烏ケ凰西海岸道路．元山の変質

帝を見てl111ったが特に巽常と考えられる火山現象

は観察されない。ただ摺鉢山々麓の飛石鼻に設闘

してある‘り所の潮位計受感部が．地盤隆起のため

「潮時が測定不能となっていた。•滑走路の断／憎は，

修復され位骰のみ確認出来た。外回りの方を終え

て．今度は観測データを見ることとした。庁舎内

の気象宅には地虚観測点2筒所（眼鋭岩，摺鉢山）

から無線式テレメータで． 1箇所（南方空）は有

線式テレメータによりデータが伝送され記録して

いる。これらをさっと見た限りでは限木航空基地

で出した粘論を変更することはない。地盤傾斜記

録は．滑走路の断/1viが 一夜にしてできたというこ

とを証明するような記録をしていた。即ち， 29日

の16時ごろ滑走路を点検していた際にはなかった

断9f1が30l1の08時ころ点検したら発生していたと

いうu1I:I fに対して．地盤傾斜変動が29日の20時頃

より大きく変動し始め． 23時頃までに観測点から

みて北々束方向31秒 (Ikmで 1抄変化があると 5

mm地盤が変動したことになる）上昇している。こ

れは Ikmで約16cmの変動である。防衛施設庁が断

！付の発生liij後に行 った測！t(から蚊人・滑走路が約40

cm亜lf̀i変動しているということからオーダー的に

は合致しており．滑走路の断府は地盤傾斜が急激

に変動した20時から23時位の間に発生したものと

推定された。

外[IIlりと室内で品録したデータなどを見て今肘

発生した 一連の視象は地殻変動にもとづくもので，

過去に断Ilサを発生させたものと同じ原因によるも

のと判断した。ただ．この原因が何であるかはよ

く判らない。それはフィリッヒン海プレートと太

平袢フレートの変動によるものかも知れないし．

もっと｝11)部的な硫凶烏付近の地殻変動なのか．熱

いマグマの上昇でないことだけは 1手えそうである。

調介を終fし．雑談的に昨日から今日にかけて

の硫黄島での出来’liを聞いたのでその要点だけ述
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写真 1 中央に白く見えるのが水蒸気爆発が発

生した阿蘇台陥没孔の咬煙と周辺に降

下した噴出物

写真2 摺鉢山南端の飛石鼻に設四した潮位計．

べてみる。

左手潮位計は，地殻変動のため地盤が

隆起し，干潮時の水位を記録しなくな

ったので右手の位四に移設した。

地点が多発し，嗚動があって蚊大森度はII程度

であったのでさほどぴっくりもしなかったが，断

料で滑走路が使用できなくなったときは内心おど

ろいて，気が動転した。しかし，それは外に表わ

さないようにした。というのは29日からの地震，

地嗚りで作業員逹の間にこの島が沈没するとか，

大唄火するなどの流再があり，パニック状態にな

っていたからである。滑走路が使用出来なくなっ

たということは港のないこの島にとって唯一の脱

出路を失ったことになるからである。



その意味で．島にただー機残っていた航空機を

離陸させてから直ちに復旧工事にかかり夕方まで

に完了したことは人心を安定させるのに大変役立

つようである。その上，厘木航空基地から一応安

心せよとの電報が入ったことは良いタイミングで

あったようだ。そして］2月1日の朝礼で，専門家

が来て調査する旨を伝え，この島が危険なら専門

家は来ないはずだ。その専門家は硫黄島の主治医

でこれまでたびたび調査をして，硫黄島のことは

良く知っている人だ。その人が来るのだから心配

するなと作業員に伝えたとのことだった。従って，

防衛施設庁や鹿島建設の幹部さんたちは，その専

門家が頻を強ばらして飛行機からおりて来たらど

うしようと思っていたとのこと。そこへにこやか

に笑顔でおりて来たので一安心したとのことであ

った。

司令の部屋で談笑していると機長が来て「まだ

ですか」とのこと。こちらは14時離陸としていた

のがいつの間にか30分延長され14時30分と告げら

れていたのでのんびりしていたのだが，パイロッ

トの方は，調査が済んでいるのなら早く帰りたい

とのこと．こちらも自宅（茨城県土浦市）まで 1

日のうちに帰りたかったので，ではお願いします

と司令をはじめ関係者の方に御礼を言って機上の

人となった。硫黄島を14時］3分に離陸して17時］9

分庫木航空基地に無事ついた。

]7時30分から 4空群の担当者に調査結果を報告

した。内容は前述の通りである。終わったのが18

時15分。すぐにセンター宛電話する。第3研究部長

が帰宅せずに待っていてくれるはずである。ダイ

ャルをするとすぐに出た。聞きなれた声である。

第3研究部長は，電話連絡の内容を次のような

火山情報として関係者に伝えた。

]2月1日（水） 18時15分受信

発信者：熊谷主任研究官 厚木航空基地発

受信者：植原第3研究部長

1. 11月30日の地震発生回数は急激に減少し，本

日の調査時点までの無感地裳回数は10回程度，

有感地裳はなしの状態となった。

2. 今回発生した断層は最大30cm程度の落差で一

般に小さく，従来の断層が再度動いたのがほと

んどで，新しいものは極めて少ない。また，走

向も従米と同じである。しかし．発生範囲は摺

鉢山頂から千鳥ケ原，阿蘇台断層沿い．元山地

区，滑走路の南側半分までと非常に広域であった。

3. 水蒸気爆発は，阿蘇台陥没孔で泥水が北方向

及び西方向に飛散した跡があることから少くと

も2回以上発生したとみられるが日時は不明で

ある。陥没孔の中は熱泥水が相当多量に溜って

おり，火口の側壁から泥水が噴射しているのが

みられた。

4. 滑走路の測量データ（変動の前後に実施）か

ら片方が跳ね上がった形状で，プレートの場合に

似て興味ある形をしていた。

滑走路は修復され，航空機発着可能の状態と

なったが用心のため歪量を計測する丁張を］0箇

所断層につけて随時観測する措置をとった。

5. 以上により．今後大事に至るということはま

ずないであろうと結論した。

6. 航空機による連絡は明日]2月2日より再開さ

れるとみられるので，工事（当所関係のもの）

には特に支障を生ずることは．今後，火山活動

が活発とならない限りないとみられる。

7. 船便は，本日］2月1日予定通り横須賀を出航

している（建設機材は．輸送船により運ばれる

ため）。

8. 今回の火山活動による地盤傾斜のデータは明

瞭に得られている。以上

]9時ごろ． 4空群の方々におくられて基地を出

る。車で最寄の駅である相鉄線相模大塚の駅まで

送ってもらい，一路我家へ。しかし，これから 3

時間弱の行程。横浜ー上野一荒川沖ー22時30分頃

やっと婦り着いた。 29日の午後，我家を出発する

ときは二度と戻れないかな，父子2代硫黄島で殉

戦かと覚悟を決めていただけに感慨ー入であっt.:o
我が家族逹は何も知らないで出迎えてくれた。「お

帰りなさい」と。

防衛庁は，］2月2日に厚木航空基地から 1機硫

黄島にフライトさせ，安全を確認の上3日には一

拠に 4機の輸送機を入間からフライトさせた。あ

くまでも慎重な行動であった。

今後，同島で発生が予想される火山災害につい

て，その種類，規模を考慮して全員が安全に脱出

出来るような「火山災害予測図」を現在検討中で

ある。

Teij i Kumagai• 第 3 研究部主任研究官
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追悼 故 那須信 治先生 に寄せて

那須信治先生の死をいたむ 高楢博

地震学と地震T＿学の分野に数々の足跡を残され

地震防災対策にも大きく貢献された那須信治先生

が，昨年料れに突如他界されたことは私共にとっ

て大きな驚きであり，また深い悲しみであります。

私共は登源調査会，強震観測事業並びに防災セン

ターの研究につき，長

年にわたって先生に御

協力いただき，御指荘

・御鞭撻を賜ってきま

した。

資源調杏会には昭和

として先生は御活躍になり，さらに強震観測事業

推進連絡会議が当センターに設けられてからはその

委員として弔業の発展と活動の改善に終始御指導

を賜りました。

私共防災センターの研究者に対しても設立当初

から常にその暖かい言葉で

御指荘 ・御鞭撻をいただい

て参りました。また，当セ

ンターの意義を既存の関係

機関の方々に理解できるよ

29年3月から昭和58年

2月までの29年間にわ

たり，専門委員として

保全防災部会で各）j面

の国の［業推進に役立

つ卜指に余る勧告 ・報

告を中心とする多くの ありし日の那須先生（早稲田大学の研究室で）

う折にふれお話しして下さ

いました。このことは私共

にとって大変有難いことで

ありました。研究で御指荘

いただいた分野は地震学 ・

疇 T学 ・地哀防災の全般

に及びました。なかでも，

地震データを整理 ・解析し，

審議に加わっていただ

きました。その中には強震測定計画に関する勧告，

地虚危険度推定に必要な強哀観測に関する勧告や

都市域地盤測定計画推進に関する勧告， lnJ第て次

勧告のような地哀防災対策を科学技術の基礎の上

にたててゆく上で枯幹となる事項，さらに大地底・

の時の心得に関する報告，大地姦の時の指祁者心

得の勧告のように人々にとって身近なもので，全

国の市町村や惰察 ・梢防が今日に至るまで活lljし

ているものなどがあります。

強姦観測のおかげで，我々の住宅をはじめ，戦

後1:1本が必要としたあらゆる構造物に耐炭性をも

たせるための基本データが得られました。そのJt
測器である SMAO利強店計の開発に那須先生は参

加され，起動器の試作を分担されました。そして

強霰観測'P業の推進に％たって上記勧告により地

震研究所内に設けられた強震測定委員会の委員長
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常時微動観測や強震観測の

結果などともあわせて．軟弱地盤の発達した所の

地盤の強震動を推定する研究において．当センタ

ーがここまで進めてくることができたことは那須

先生の御指荘とともにたえざる精神的御支援があ

ったからであります。また，当センターの強震観

測とその観測方法の開発の努力にも常に御理解い

ただいておりましたし．深料観測もその初期から

強い御支援のお言葉をいただき，私共は大変元気

づけられました。

先生の温顔には二度とおけにかかることができ

なくなりました。先生の御冥福を祈るとともに．

お話し下さったことを反蜀しつつ，学術の進歩と

防災に役立つ研究に努めたいと思っております。

なお．末筆になりましたが，諸先生方に那須先生をし

のふ寄稿をお願いしましたところ，心よくお引き受けF

さいましたので，ここに掲載し感謝申しあげます。



那須先生を偲んで

岡本舜＿

昨年］2月16日に早大理工学研究所から那須先生

が御逝去になったとの電話を受けた時は全く突然

のことで驚きと悲しみでしばらくは声も出ない程

であった。その日から数えて約3週間前に．ある

会議の席で早大理工学研究所古藤田先生と御同席

した際，那須先生のお差し障りない御近況を伺っ

たばかりであったので，その御逝去は信じ難い思

いであったが， しかし何分にも御高齢なので，お

そらく冬に向かっての気候の変化が災いしたので

あろう。那須先生の訃報は誠に残念なことであります。

那須先生が地震学の権威であられることは部外

者の私どもにもよく知れわたっており，今更申し

上げるまでもないことであるが，先生は地震工学

についても深い関心をもたれ， 4年おきに行われ

る世界地震工学会会議に出席されるために度々外

国まで足を運びました。それで海外の著名の工学

者にも多くの知己を持たれ，去年の夏に数日間来

日されたカリフォルニア大学教授で地震工学の世

界的権威であるジョージ，ハウスナー博士とも非

常に親しい様子であった。この時はハウスナー博

士の日程が詰まっていて．先生と会われる機会を作

り得なかったが，博士から Professor Nasu は

元気かと問われ，自らの気のきかなさを悔んだこ

とであった。その後先生にこのことを申し上げた

ところ，そうでしたか早速手紙を出して見ようと

おっしゃったのもつい先頃のことであったが．い

ま御逝去の事を知らされて博士もさぞ嘆かれたこ

とであろう。あの時博士の来日を先生に御連絡し

なかったことが今でも悔まれてなりません。

先生の工学への御関心は．土木・建築•原子力

など広範囲に及んだ。私の関係する国立防災科学

技術センター強震観測事業推進連絡会議や土木学

会耐篠工学委員会でも一方ならぬお世話になりま

した。強震の記録は耐震工学には不可欠の資料で

あるが，適当な計器がなかったため，昭和30年頃

までは信頼しうる記録はなかった。昭和28年SM

AC強農計が製作されて以来先生はじめ先輩の方

方の尽力で我が国の強震観測事業は急速な発展を

とげ，構造物の耐震設計は著しく合理性をますこ

とになり，それが今日の高層長大構造物のできる

源となった。先生は強震観測事業推進連絡会議が

設置された最初から現在に至るまで永年委員とし

て参加され，高邁な御意見を賜り，強裳観測事業

体制の樹立に大きな足跡を残されました。

また，土木学会耐震工学委員会では昭和35年8

月から現在まで25年間にわたって委員を務められ

しかも御高齢にもかかわらず毎月の例会にはほと

んど毎回出席していろいろと御批判を頂きました。

特に昭和35年8月から44年6月までの10年間は委

員長として土木分野全般の耐農問題を指導されま

したが，この間を通じて先生は土木構造物の耐農

設計技術に対して地震学に基礎をおく本格的知識

を導入され，耐震設計の基本理念を教えられた。

今日，地震t学に興味をもつ土木技術者の層はき
わめて厚いが，これらの人々の手を通じて先生の

御精神が国土のすみずみにまでその耐震化に生か

されています。

先生はその風貌からも察せられるように温厚か

つ包容力の非常に広い方であった。それで先生の

前にでると，我々もこと地震学に関する問題でも

自分の思うところを何の躊躇もなく申し上げるこ

とが出来ました。先生はそれをよく聴かれた上で，

疇現象の本質についてゆっくりと時間をかけて

教えて下さったが，その御説明は実証的で専門を

異にする我々にもよく理解しうる形のものであっ

た。世に専門家といわれる方は少くないが，専門

外の者にこうした丁寧なしかも正確な知識を時間

をかけて与えて下さる方は必ずしも多くはない。

その意味でも先生が御多用の時間をさいて25年間

にわたって耐震工学委員会の委員として我々とと

もに研究討議に加わって下さったことは実に有難

いことであった。先生はまさに土木工学・耐震工

学の父といっても過言ではないであろう。父たる

先生は今はすでに亡くなられたが，我々は先生の

御意志を継いで，今後も工学者だけで固まること

はせず，地球物理の方々との密接な協力を得て国

土の耐震化に努めて行きたいと思っています。

謹しんで先生の御冥福を祈る。

（埼玉大学名誉教授）
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那須信治先生を偲んで

大沢 牌

那須さんとスマック強震計

武藤 清

地味でガッチリした 2階建て建物の中に入ると

薄暗い廊下があってその左手に「所長室」とある。

ノックして中に入ると，いかめしい顔の堂々とし

た人物が端然とすわっていて「どうぞかけたまえ」

と体つきに似合わず柔らかいさばけた口調で椅子

をすすめてくれました。・・・・・・今から30年余り前，

当時東大大学院生だった私が，初めて那須信治地

展研究所長のもとを訪れた時のことである。それ

から間もなく地震研究所に入れて頂き，那須所長

のもとに，強震観測事業や地盤震動研究の会に出

させて頂いたのがつい昨日のことのように想い出

されます。

最近ある工学関係の会合で，地震工学のれい明

期のことに話が及び，地震学のほうから地農工学

にかかわった大先翡の篭頭として，那須信治先生

のお名前が真先にあげられた。先生には是非昭和

の初期における地震工学の発展のお話しをうかが

って記録しておくべきだったと残念がる人が多か

った。しかし，先生は，最近では明治時代からの

耐康研究の要約を発表されている。それは， 「地

震」の第34巻•特別号（昭和56年）の第 1 部「日

本の地震学の歩み」の第4章で，「耐震研究略史」

と題されて］2頁に及ぶものである。私は発刊当時

拝見して大変貴重な文献をすぐにコピーした覚え

がある。その端正な文章は，我が国における地震

工学の発展の歩みが国内外の地震災害の調査研究

の結果とともに進められた様子をよく描いている。

貴重な先逹を失って誠に残念だとの思いは皆さんと

同じで，哀悼の意を表する次第であります。

（東京大学地震研究所教授）

終戦後のことであるが，アメリカにならって日

本でも強震計を造ろうではないかという話が那須信冶

さん，高橋龍太郎さんと私達の間で固まり，昭和26年

から試作委員会がスタートした。機械の目標は次の

ように設定された。

1. 大激震でも記録する(10,...,1,000gal, 3分間）。

2. 大きな余震が続いたらこれも記録する(3回

まで）。

3. 記録は安全に残るよう頑丈な箱入りとする。

昭和28年に強震計委員会と改称し．文部省科学

研究費300万円を受けることになり，明石製作所

に製作を依頼しスマックA型が誕生したのであっ

た。その後改良型も製作され，さらにまた MTに

数値化されて記録されるM型も実用に供されるよ

うになった。

官・民・学の協力によって，今日ではその数が

1500台に至ることになった。これもスマックのリ

ーダーとしての故那須先生の功績によるものと感

謝する次第である。

［スマック＝ SMACは， Strong Motion Accerelo -

gram Committeeの題字による命名 ］ 
（東京大学名誉教授）

故那須信治先生の略歴

•明治32年10月 7 日生
・大正13年3月 東京帝国大学理学部物理学科卒業
• II 15年3月 同大学大学院卒業
• ”15年4月 東京帝国大学助手理学部勤務
•昭和 5 年11月 地震研究所勤務
• II lO年4月 理学博士
• ”18年1月 東京帝国大学教授
• 11 28年2月 地震研究所長 (35年3月まで）
● /~ 28年2月 測地学審議会委貝 (35年3月まで）
• ”29年3月 資源調査会専門委員 (58年2月まで）
• II 31年12月 強震測定委員会委員長
.”35年3月 東京大学退官
• II 35年4月 早稲田大学理工学研究所教授
• II 35年5月 東京大学名誉教授
• ”42年4月 強震観測事業推進連絡会議委員
● /1 48年4月 （財）震災予防協会理事長
• II 44年11月 敷二等瑞宝章受章
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那須信治さんの思い出

金井

温厚・誠実の人

清 和達清夫

昨年］2月］6日のある会合で，東大地震研究所宇

佐美さんから那須先生が今朝亡くなったと耳打ち

された時は，えっという声を呑んだものでした。

つい先日会ったばかりだからです。その時，煙草

をよく止めたなぁ，えらいよと言われて，まずく

て仕方がなかったからであり，当人にしてみれば

老化のせいかと思われて佗しいものですよと漏ら

すと，止めたいとか減らしたいとか微笑しながら

つぶやかれました。そして，別れ際出し抜けに，

例の日の帰りには久し振りにちょっと一杯やろう

かと，笑みを浮かべながら言われたものでした。

例の日とは地裳研究所旧館のモニュメントの披

露の日のことで，亡くなられたのはまさにその前

日に当たった訳です。今になってみると，言葉の

何気なさに似合わず，物腰の一つ一つに影の薄さ

があったような気がしてなりません。こうした羽

目になってから，思い出をたどると， SMAC強震

計の試作を模索していた頃，記録紙の始動に‘球

落し”の案をふふ••••••と笑いながら出されたこと

など数々のことが頭の中を駆け巡ります。不思議

と，独特の笑いの面影が方丈記のあの無常観を潜

めた節節に重なり合い，止めどもなく浮かんで来

ますが．指定の紙幅になりましたので，ご冥福を

お祈りしながら，ペンを掘くことにいたします。

合掌

（日本大学生産工学部顧問）

関東大地震のとき，那須さんは東京帝国大学物

理学科の後期の学生であり，私は中期の学生であ

った。その年に地震学教室では大森房吉先生が亡

くなられ，今村明恒先生が後を継いで主任教授で

あった。那須さんは卒業して地震学教室で勉強し

ておられたが，間もなく兵役に服され．そして大

学に戻られた時には地震研究所が設立されていた

と記憶する。私はその頃地震学教室で行われてい

た地震学の雑誌や，震研で催された月例の談話会

で那須さんといつも御一緒し，お友逹にして頂い

た。

那須さんのお家は代々木．私の家は千駄ケ谷駅

に近いので会合の時以外にもよくお会いしたので

あるが．戦争が始まり応召された君の軍服姿はと

ても凛々しくて印象的であった。その時も那須さ

んは例の温顔で地震の話をよくされるので，やは

り君だなと思った。そんなことで後輩の私をすっ

かりお友達にして， 60年も氷いこと親しくして

下さったのが嬉しく，ここでも君呼ばわりさせて

頂く。

君が，地震学から地震工学へと数々の学術的業

績を挙げられたことは今更いうまでもないが，私

は君が黒板に書く字がとても上手で美しかったこ

とが今も眼前に残っている。それは君の実直で誠

実の現われであろう。君とは近頃では震災予防協

会の会合で度々お会いしていたが，君の理事長と

しての誠意ある司会ぶりが，常に会議を和いだ雰

囲気で進行させた。私にはその内藤記念館の室が

妙に思い出されるのである。

日本の地震学と震災予防対策は，君が象徴する

ような科学者達の着実な努力によって今日の発展

を見て来た。そして同時に，君の良き人柄がその

間に大きな役目をしたことが思われるのである。

（埼玉大学名誉教授）
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私は111国政府から派逍された留学生として， II寸

＼［防災科学技術センタ ーで緊張し．そして愉快に

2年間の惰学を過としました。帰国する前にかえ

りみると、はなれがたい氣持がしています。

私は1981年12月221」にI.I本につきました。私の

研修目的は人 1降I:l:i実験施設を作ることです。も

らろん．実験のやり）Jも勉強のII的です。短い 2
叩lilてよく勉強できるように，特に］983年私が降

雨による如f1ii/,t(}）実験研究を行う時には，私に詐

細な説明をしてくれました。みなさんに感謝の意

をKします。

張

学

棟

に
留
学
し
た

2
年
間

たところによると，人々はみんな防災センターを

知らない感じがしました。特に中国国家地必局か

ら派造された在lI留学生の数は少くないと息われ

ますが，私は 2年間で，ここへ見学にくる地店の

分野の人に会ったことがありません。これはたが

いに交流不足だと思います。防災センターみなさ

んの研究内容， じな研究成果を中国に紹介するこ

と及ひ二つの研究機関のいい関係をつくる義務が

あると思います。

中国と日本のIlhiIKIは近い隣(})国です。！ltiiIIilの文

化，経済．科学技術などの分野の交流を発桜する

ことは両国の人民の利益に役＼Ir.

つと息います。特に災‘内の防止

に関する科学交流は私の個人，

及ぴ私の研究所の希屯だけでは

なく，防災センタ のみなさん

の意見tこと思しヽ ます。

まもなくみなさんの所を離れ

て，帰国の途につきます。私は

Iりぴ中国の萬里長城の上で，あ

るいは凶河でみなさんと会うに

らがいないと思います。

友梢を永辿に緑色をばしてい

る松のようにお祈り巾しあげま

す。

国
立
防
災
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

ll本のように中国も地震とか地すぺりとか上石

流など災‘ll；が多い国です。そのはか，すべて黄河

流域では，中国特有の黄 t：はその Î．粒fの構成及

ぴその流域の匁汝，降1:lihtなどの索因によって．

Ilt弄的に独特の役食視攻を惜しています。たから，

私たちの両国及び両研究機関は今後，研究交流が

灰<irわれることと思います。

残念なから今までは，交流活動が少いと思いま

す。中国から特に防災センターを見学にくる人が

珍しいらしい勺逆に j：木研究所，国上地Fl！院を見

学する人が多いと思います。ここにきた人と話し

1| lll]科学院西北水 l：保持研究所

留学生張学棟

し律

留贈lkl¥＇［防災科学技術センター

桜花由開又雨落

依々難捨洒涙多

！『松白棲筑波地

群雄斎緊ヽ`|•1m羅

洪水柑波捕龍虎

防哀須向r訂橋博

ー別何年再相会

陸隣和睦永康楽
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主要災害表 1 9 8 3年（昭和58年） 1月～ 12月

発生年月 B 災（災害害現象名） 主要被災地域 被害概要 災害の概況 主調要査災N害o. 

1983.2.2 大の土雨石に流よる桜島 桜島温泉街 ん土3砂だつ。約の川25に.000流吋れ込が 桜が土島砂国際に埋ホテまルったの一。階部分

2. 17 関東地方に大雪
関県東，地静方岡県山梨

小千関静報正の玉午東河積県釦岡が雪県発全内にま晨旦令で大でにとな雪部大にはとさ東警雪れ．を山り京2楓梨注除た4。四埼意の． く
醤国乱し鉄れた敷。．た私。鉄温空がの連翻ダ休イ．炒ヤ遅もれ咋混等乱

4.27 
象発東県下北でで75県， 石現多川 石岩福手川島県県県，， 青宮城森県県．， 

東荒が規し模乾れた日。本な，きを山きフ火中ェっ心て事ーがにいン現次強た風象々たがでめと空廃吹気大生き
ェーン

山火事

* 5. 26 日本海中部地震 秋海道田， 青森， 北

死半水3224,者壊6お5，138104,，全50紺埠5舶床負l,被也584上宮者浸
度M地近感のい範方畿一秋-5囲へ部の田7.7•か中強はに，農秋，国及深け北地蒲を田てび観沖海方の道での塁測ほむ発源かぼつ日し生本地全たでら域海。中には有部側震近と

23 

1983.6.21 低う気大圧雨通過に伴
九畿の2州4府中，部県中国，関，近東

死半れ2197,壊5110834．,5,:負山カ床傷床所・下上が2浸授.け水全崩ポ 梅方圧間なし雨．にはにっ前大東1たこ知海。線雨れをををら•超剌関のも激東地たえ地方るらし方強てでし九たいには州低東雨1地気進時と
* 7. 22~23 山陰集中豪雨 島根，山口

死壊2442，31027全低36,域円被行50害方7総不.半明額 ' 集2のけで日2中本活てが日豪動海深，け雨崩が夜に島停1活根かれ直滞発がら舞2相山とし3わたな次口日れ梅未両いり，県雨，明た、各前で。に7地綿月かは

24 

8.8 神県境奈川地県震 ・山梨 関東南部
死 1，重軽傷28

がM県生発。境~生神を6.展奈し0源た川。神県と奈です川はる地県落震石・山が事梨発故

8. 16~8. 18 台風5号 信関東地方・東海・甲

死床下負れ傷上没2223城浸水行水3638,カ方全祈B0不半9.山明壊仇2I4, , 大信心本れり型気地を．たで縦方。圧交強断は通97い網，11/i0m勢関続はb力東的ズ)のなタ（・上台東大ズ陸風海雨タ時がとに•中日甲なさ
9.28呵．29 台風1(){号

九地国州方，東，34府海四国県関中東
死上浸れ負ll舶浸水985l．水3590行流6.482.304方失全不半.1 ，4 明壊沫［h 床下崩14 , 海台断気9.地風圧し沈方て1に長けに高な1う姉大知はっ雨付県，たを近九西が州に部もた上で関中陣部温東り帯をしし•低たた横東。

10. 3 三宅島噴火 三宅島

状阿の被害古態ま額地れに区てな2(1ははっ347億溶ばた7 戸岩全円滅に） 
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1983年 1月～ 12月の災害
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番号 被災地 災害 月 日

① 桜 島 土石流 2. 2 

R 関 東 地方 大 圭三 2. 1-7 

③ 東北・北陸 山火事 4. 27 

④ 東北・北海道 地 震 5. 26 

⑥ 山 陰 地方 豪 雨 7. 22~23 

⑥ 関 東 南部 地 展 8.8 

⑦ 関東・東海・甲信 大 雨 8. 16~18 

地方 （台風5号）

⑧ 九州・中国・四国 大 雨 9. 28~29 
東海•関東地方 （台風1~的

⑨ 宅 島 噴 火 10, 3 

おことわり

シリーズ防災(2)は次号に掲載いたします。
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